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上

島

町

消

防

だ

よ

り

今年（７月）
昨年（７月）
昨 年 比
19 年 累 計

火災
1
1
0
2

救急
38
33
＋5
263

平成19年度出動件数

平成19年7月31日現在

７
月
26
日
、
第
36
回
四
国
地
区
消
防
救

助
技
術
大
会
が
香
川
県
高
松
市
に
お
い
て

開
催
さ
れ
、
当
消
防
本
部
か
ら
小
林
俊
則

消
防
士
長
が
愛
媛
県
隊
の
指
揮
隊
長
と
し

て
指
揮
を
執
り
ま
し
た
。

こ
の
大
会
は
、
陸
上
の
部
７
種
目
、
水

上
の
部
７
種
目
で
競
技
が
実
施
さ
れ
、
上

位
入
賞
者
は
全
国
大
会
に
出
場
す
る
こ
と

が
出
来
ま
す
。

当
消
防
本
部
か
ら
は
、
濱
田
泰
也
消
防

士
が
陸
上
種
目
の
ロ
ー
プ
ブ
リ
ッ
ジ
渡
過

に
、
穂
積
雅
晴
消
防
士
が
水
上
種
目
の
基

本
泳
法
に
出
場
し
ま
し
た
が
、
惜
し
く
も

全
国
大
会
の
出
場
は
な
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

今
後
も
こ
の
大
会
に
参
加
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
救
助
技
術
や
体
力
の
向
上
を
図

り
な
が
ら
、
安
全
確
実
か
つ
迅
速
な
現
場

活
動
が
行
え
る
よ
う
に
訓
練
を
積
み
重
ね

て
ま
い
り
ま
す
。

毎
年
９
月
１
日
は
「
防
災

の
日
」
で
す
。

昭
和
34
年
９
月
24
日
の

「
伊
勢
湾
台
風
」
に
よ
る
甚

大
な
被
害
が
契
機
と
さ
れ
、

関
東
大
震
災
の
発
生
し
た
９

月
１
日
を
防
災
の
日
と
し
、

そ
の
後
一
週
間
を
防
災
週
間

と
定
め
て
い
ま
す
。

９
月
９
日
は
「
救

急
の
日
」
で
す
。

救
急
医
療
や
救
急

業
務
に
対
す
る
、
正

し
い
理
解
と
認
識
を

深
め
る
た
め
、
昭
和

57
年
に
定
め
ら
れ
ま

し
た
。
ま
た
、
９
月

９
日
を
含
む
一
週
間

を
救
急
医
療
週
間
と
し
、
上
島
町
で
は
上

島
町
総
合
防
災
訓
練
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
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暑さも和
やわ

らぎ秋冬に収穫や種まきを行う野菜が最も作りやすい時期を迎えます。今月は、自給率の
向上と自家用野菜に挑戦して、これ以上畑を荒らさないようにしていただくため主要な野菜について
の栽培ポイントを解説します。
盧栽培作型

秋作は寒くなる時期に
向かうため、気温の高い
うちに大きく育てなけれ
ばなりません。温暖化と
はいえ適

てき

期
き

の種まきが重
要となります。ホウレン
ソウや水菜など短期間で
生育し、収穫適期が短い
野菜は２週間ごとに少し
ずつ播くことで長い期間
にわたり柔らかいものが
収穫できます。
盪栽培管理

植え付け間隔は、野菜
の大きさにより決まりま
す。直に種をまく野菜は、
適
てき

期
き

に適度な間隔に間引
きを行わないと大きく育
ちません。施肥

せ ひ

は、植え
付けの２週間前に苦土

く ど

石灰
せっかい

と堆
たい

肥
ひ

を10裃当たり
20㎏施

せ

用
よう

してよく耕します。さらに、その１週間後に元肥
もとごえ

（肥料）を施用して耕し整地します。元肥は
肥料成分のバランスの取れた配合肥料が使いやすいです。有機にこだわれば、油かすや魚粉

ぎょふん

などを利
用すれば、一味違った野菜が収穫できます（有機肥料は成分が低いため表の施肥量の約３倍必要とな
ります）。

直に種を播く時には、浅い溝を作り、点まきや薄くバラまきにします（図１）。また、キャベツや
レタスなどは育苗したものを所定の間隔に植えつけます（図２）。直まきは間引きという作業をしま
すが、２回に分けて抜き取り最終１本にします。間引きが終われば株の左右に土寄せを行い株を安定
させます。土寄せ前に追肥として株元に肥料を行うと効果的です（図３）。




